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教員の確保について

令和７年度第１回北海道総合教育会議

令和７年９月４日（木）

北海道教育庁教職員局
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各種取組を推進
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本道の教員不足の現状と課題について

１

公立学校教員採用選考検査の実施状況【北海道】

◇受検者は、年度毎に多少の増減はあるものの、一貫して減少基調
◇登録者は、大幅な増減はないが、平成26年度以降は緩やかな増加傾向
◇受検者の減により倍率の低下が続き、平成18年度の9.8倍をピークに近年は２倍台を推移

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

75 48 23 33 67 96 80.5 95

※選考検査実施年度
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本道の教員不足の現状と課題について

２

公立学校教員採用選考検査の実施状況【全国】

◇受検者は、平成25年度から減少傾向
◇採用者は、退職者の増に伴う大量採用の傾向が持続
◇受検者の減及び採用者の増により倍率の低下が続き、令和５年度には3.2倍まで低下
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教員確保の取組について

３

１．高校生・大学生からの教職意識の醸成

２．道教育大との連携

３．選考検査の工夫・改善、期限付教員の確保

４．働き方改革の推進

063491
長方形

063491
テキストボックス
3



高校生・大学生段階からの教職意識の醸成について

高校生段階
「みらいの教員育成プログラム」

大学生段階
「草の根教育実習」

・高校２、３年生を対象として実施
・大学教員による専門的な講義、小中学校での実習、教
員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰなどにより、目指す教員像の明確化

１．取組内容

・参加者アンケートで９割以上の生徒が「教員になりたい気持ち
が強くなった」と回答

・プログラムを受講した生徒の約８割が教員養成系の大学へ進学

２．Ｒ６実績

２年生 ３年生

参加生徒 99名 34名

３．Ｒ７参加人数
２年生 ３年生

道央 （集約中） 20名

道北 61名 32名

道東 27名 14名

留萌(試行) ５名 ー

・留萌管内でオンライン併用のプログラムを試行実施
・道教育大との連携の下、教員を目指す全道各地の高校
生が参加できるよう本プログラムを拡充

４．今後の見通し

・大学生が学校における体験活動を通して、教職の魅力
ややりがいを発見

・授業体験、教職員との座談会など

１．取組内容

・参加者アンケートで全ての学生が「草の根教育実習が有意義であっ
た」、９割以上の学生が「教職を志望する気持ちが高まった」と回答

・実習に参加した学生の６割超が教員採用選考検査を受検

・「草の根教育実習」を経験し、教職に就いた現職若手
教諭のインタビュー動画の活用

・道外の大学生に向けた本事業の周知の在り方を検討

２．Ｒ６実績

４．今後の見通し

大学 参加学生（大学１～４年）

20大学 269名

４

Ｒ７年度採用者数〔R6年度選考〕
※大学３年生（R6年度）までに草の根に参加

対象者※ 道受検者 道合格者

107名 68名 46名

３．参加予定人数と教員採用者数（７月末現在）

Ｒ７参加予定人数

国公立 63名

私 立 176名

道 外 ３名
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道教育大との連携について

５
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選考検査の工夫・改善、期限付教員の確保について

６

教員を目指す方々に北海道での教職を選んでもらう

北海道の教員のなり手を幅広く確保する仕組みの構築

教員を目指す者が、北海道の教員になってもらうための教員選考の見直し

・道外検査会場の設置（東京、大阪）
・Ｗｅｂ出願の実施
・第２次検査会場の受検者希望制
・採用前ガイダンスの実施（Ｒ６）

受検しやすい環境整備、人材発掘に向けた情報発信

選考検査環境の改善

・１次：６月、２次：８月
・大学３年生等を対象とした検査の実施
・「秋選考」の実施（Ｒ７）

選考検査の早期化、複数回実施

・アスリート特別選考（Ｒ７）
・ＡＬＴ特別選考（Ｒ７）
・キャリア・リターン特別選考（Ｒ７）
・セカンドキャリア特別選考（Ｒ６）

様々な特別選考の導入

・様々な媒体での募集
（SNS、民間情報紙、WEB等）

・ペーパーティーチャー説明会
(Ｒ５から年４回実施)

・市町村教委、大学、校長会等との連携

潜在的な人材の発掘
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学校における働き方改革の一層の推進について

７

学校における働き方改革北海道アクション・プランの取組

○ 教員の時間外在校等時間は一定程度改善
▼ 一方で、依然として長時間勤務の教員が多い状況

460時間
429時間

410時間

令和４年度 令和５年度 令和６年度

（年間の時間外在校等時間の状況／道立高等学校）

80時間～100時間 100時間超

令和５年４月 474名（6.7%） 301名（4.3%）

令和６年４月 367名（5.3%） 164名（2.4%）

令和７年４月 359名（5.2%） 137名（2.0%）

（１箇月時間外在校等時間／道立高等学校）

重点的に
実施する
取組

Action 取組内容【重点】

１ 校務の効率化と役割分担の推進 ○ICTの活用による校務効率化の推進
○保護者・地域等との連携協働

２ 部活動指導に関わる負担の軽減 ○部活動休養日等の完全実施

３ 学校運営体制の見直しなどによる改善 ○副校長・教頭業務の縮減

４ 意識の変容を促す取組 ○働き方改革の意識を高める取組の推進

５ 学校サポート体制の充実 ○メンタルヘルス対策の推進等

Ｒ３～５年度
【第２期】

Ｒ６～８年度
【第３期】
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教師を取り巻く環境整備について

８
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